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fidata HFAS1-S10 の活用(29) (HP収載) 

―DACとの LAN 接続(1)― 

 

１．はじめに  

Sonica DACとの LAN接続については Sonica DAC の活用(1)で報告していますが、

その後は LAN 接続を実施せず、その時の印象から、もっぱらその他の DAC も含め

て USB接続を実施してきました。今回、LAN接続について見直すことにしました。 

 

２．Sonica DACとの LAN接続の試聴計画 

 HFAS1-S10と Sonica DACの接続の復習ですが、下図に示した端子を LANケーブ

ルで接続します。 

             HFAS1-S10背面図 

  

            Sonica DAC背面図 

https://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2016/08/1b6825f005653592d13d70c9d9adf914.pdf


  

 操作は、iPadにインストールした Sonica アプリを使用し、まずは、HFAS1-S10収

納の音源を再生します。 

 

３．Sonica DACとの LAN接続の試聴結果 

 今回は、音質評価はさておいて、HFAS1-S10収納音源の再生がどのようなものかの

確認です。 

 HFAS1-S10収納音源は、PCMと DSDの各種音源がありますので、iPadの Sonica 

アプリの画面のHFAS1-S10収納音源を指定して再生します。 

 その結果、PCM音源では、44.1KHz、96KHz、192KHzなどの音源が再生可能でし

た。一方、DSD音源では、一部の 2.8MHzの音源は再生可能でしたが、5.6 MHz以

上のものは再生できませんでした。 

 HFAS1-S10 と USB-DAC との接続では、112MHzDSD 音源までの再生も可能なの

で、その理由は分かりませんが、Sonica アプリ自体も古いものですから、そういっ

た事情かもしれません。 

 音質的には、Sonica DACに仮想アースを接続するなどの対策を施しているので、印

象は変ってきております。 

 

４．まとめ 

HFAS1-S10 と Sonica DAC との LAN 接続を行い、HFAS1-S10 収納音源の再生が

可能になりました。 

 

 



以上 

 


